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Abstract

This study comprehensively reviewed previous research on the effects of Work-Life Balance (WLB) and associated 
concepts on depression and anxiety. The review aimed to categorize WLB and similar concepts by validating their 
definitions and scales mainly focusing on balancing work and family life. Consistent results from prior studies indicate 
that a positive state of work-family balance decreases depression and anxiety, whereas a negative balance results in their 
intensification. Work-Family Conflict (WFC) was the principal concept addressed in the reviewed research, likely due to its 
well-defined representation of the state of conflict between work and home, making it an apt subject for investigation. This 
review also identified three major factors related to WLB and similar concepts: individual and environmental personality 
variables, work-related variables, and detrimental lifestyle habits such as sleep disorders and alcohol consumption.
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1. 問題と目的

　労働者のメンタルヘルスを考える上で、仕事の時
間や内容など労働環境に関する全般的な事柄のみな
らず、私生活や社会生活も重要な役割を担う。内閣
府は「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン
ス）憲章」を策定し、国民一人ひとりがやりがいや
充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすと
ともに、家庭や地域生活などにおいても、人生の
各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる
社会を目指すべきであると提唱している（１）。この
Work-Life Balance（以下WLB）を保つこととは、
「老若男女誰もが、仕事、家庭生活、地域生活、個
人の自己啓発など、様々な活動について、自らが希
望するバランスで展開できる状態」と定義されてい
る（２）。
　労働者におけるWLBは、メンタルヘルスと密接
な関係があることが示唆されている。WLBが保て
ない状態でいることは、心理的ストレス、不安、う
つ病を経験する可能性が高く、人生の満足度に影響
を及ぼすことが示されている（３）。他にも、WLBを
保つことは、仕事満足度、Well-being、QOLを向
上させることが明らかにされている（４）。
　WLBは、現在では一般的な用語としても社会に
浸透しているが、学術的な定義は不明瞭なことが
多い。WLBには類似概念として、仕事と家庭との
バランスを表すWork-Family Balanceや、仕事と
家庭との葛藤を表すWork-Family Conflictなどが
ある。このように、仕事と生活のバランスに関する
概念に関しては多くの類似概念が存在している現状
であり、これらの研究が指し示す結果も一貫してい

ない現状にある。WLBについて、その概念の統合
を試みたSirgy & Lee（2018）の研究では、類似概
念も含めてWLBの統合的な定義を提唱し、類似概
念に関連する変数についてもまとめられている（３）。
しかしこれらの類似概念が必ずしもWLBと同じで
あるとは言い切れず、それぞれを分けて整理する必
要がある。
　WLBを取り巻く学術的な現状をまとめると、仕
事と生活のバランスが具体的に何を示すものであ
るのかが不明確であるという問題点がある。ま
た、どのような概念を設定しているかが異なるこ
とで、WLBと精神的健康との関連にも研究によっ
て違いがあることが考えられる。そこで本研究で
は、WLBとその類似概念に関する先行研究を概観
し、仕事と生活のバランスにおける概念について整
理することを目的とする。また、これらの概念がメ
ンタルヘルスに及ぼす影響に注目し、労働者に最
も多いとされる精神疾患はうつ病である（３）ことと、
労働者の約半数が仕事に関することで強い不安や悩
みを抱えている（４）ことから、本研究では抑うつ症
状と不安症状を労働者の陥る代表的な精神症状とし、
WLBと類似概念との関連についても整理を行う。

2. 方法

　本研究では、WLBとその類似概念が抑うつ、不
安に及ぼす影響について扱った学術論文を対象と
してレビューを行った。レビューの実施について
は、Preferred Reporting Items for Systematic 

Review and Meta-Analys is（PRISMA）
statementに準拠して行った。

Figure 1　論文抽出のフロー図
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適格基準(a)~(g)を満たし除外基準(a)~(g)に当てはまらなかった
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　論文の検索は2023年５月10日に実施した。日本
語論文の検索には、国内で出版された学術誌を
広く閲覧することができるJ-STAGEを用い、検
索式は「（“ワーク・ライフ” or “ワーク・ファミ
リー ”）and（“不安” or “うつ”）」とした。英語論
文の検索には国際的な医学文献のデータベースであ
り、Minds診療ガイドライン作成のためのシステ
マティック・レビューの文献検索戦略にて必須の検
索データベースとされているPubMedおよび、心
理学分野全体を網羅的に検索できるPsycINFOを
用い、検索式は「（"work life" or "work family"）
and（"anxiet*" or "depress*"）」とした。独立し
た二名が一組となり、二組に分かれて論文を分担し、
タイトル・アブストラクトスクリーニングを行い、
論文抽出を行った（Figure 1）。

2.1. 適格基準

　適格基準は、（a）学術誌により出版されている
こと、（b）英語または日本語で記載されているこ
と、（c）WLBとアウトカムとの関連を量的に検
討した調査研究であること、（d）対象が成人の労
働者であること、（e）抑うつ、不安に関する症状
スケールとWLBとの関連を量的に検討しているこ
と、（f）回帰分析またはパス解析などの分析により、
WLBが抑うつ、不安に及ぼす影響性を検討してい
ることとした。

2.2. 除外基準

　除外基準は、（a）学術論文以外であること、（b）
英語または日本語以外の言語であること、（c）レ
ビュー論文、質的調査、事例研究、介入調査、要因
の判断不可な研究、プロトコール論文、尺度開発論
文であること、（d）子ども、学生、親子、特定の
性別（性役割）を対象としていること、（e）抑う
つ、不安に関する症状スケールを扱っていないこと、
（f）回帰分析やパス解析など以外の分析方法で変数
間の影響性の検討を行っていないものとした。

3. 結果

3.1. 対象論文の特徴

　本研究における論文の適格基準、除外基準に照ら
し合わせた結果、計35件が対象論文となった。対象
論文の概要についてTable 1に示す。まず、これら

の論文の基本的情報として、抽出された35編の論文
のうち、職種を限定せず労働者を対象としたものは
17件、医師や看護師など医療従事者に限定したもの
は８件、その他職種を限定したものは10件であった。

3.2. WLBの関連類似概念の定義の整理

　本研究の対象論文において、Work-Family 

Conflict（WFC）などの仕事とそれ以外の生活の
葛藤の高さを表す概念を用いた論文が最も多く24

件（7-30）、Work-Life Balance （WLB）を用いた論
文が３件（31-33）、Work-Family Interference（WFI）
を用いた論文が３件であった（34-36）。その他、各
１件のみ確認されたものとして、Work-Family 

Balance（WFB）、Home-to-Work Conflict

（HWI）、Work-Life Imbalance（WLI）、Work-

to-Family Spillover、Work-Privacy Conflict

（WPC）があった（37-41）。確認されたこれらの９つの
概念のうち、仕事との生活の調和という状態像に焦
点を当てているものはWLB、WFB、WLIの３つで
あり、その他は全て仕事との生活の葛藤や干渉と
いったネガティブな状態を示すものであった。
　WLBの類似概念について、各論文が行った定義
をTable 2に示す。定義が明記されていない論文は
12件であり、定義が明記されている場合でも論文に
よって異なる定義がなされているものが多かった。
しかしWFCについては、Greenhaus & Beutell

（1985）（41）の定義を引用している論文が19件中６件
であり、他の用語に比べて一貫性が見られた。全体
的な定義の傾向として、仕事とそれ以外の生活にお
けるそれぞれの役割が、もう一方の役割に影響を及
ぼす現象を定義していることが窺えた。また、仕事
以外の生活場面を「家庭」に限定している場合が最
も多く、仕事における役割と家庭における役割の相
互の影響過程について言及している定義が大半で
あった。
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Table 1　WLBの類似概念と抑うつ・不安の関連を検討した文献

# 著者
（出版年）

対象者
WLBの

類似概念
抑うつ・不安の使用尺度 アウトカムとの関連

1 Haar et al.
(2014) ６か国の労働者1416名 WLB 抑うつ・不安（Axtell et

al.,2002)より6項目

WLBはは抑うつ・不安に負の影響

WLBと男女平等主義傾向の交互作用が不安に負の影響

2 Gan et al. (2015) 中国の科学者・技術者11419名 WFI 抑うつ（CES-D) WFIは抑うつに正の影響（β = .36）

3 Li et al. (2015) 25歳以上のアメリカ人7108名 FWC
DSMの診断基準に基づいて7

段階で測定
FWCは抑うつに正の影響

4 Hao et al. (2016) 中国の医師931名 WFC
FWC 抑うつ（CES-D) WFCは抑うつに対して正の影響（β = .30）、FWCは抑うつに対して正の影響（β = .48）

5 Kan & Yu (2016) 中国の銀行員1239名 WFC 抑うつ（CES-D) WFCが抑うつに正の影響(β = .24 to β = .23)

6 McTernan et al.
(2016) 韓国の自営業者14454名 WFC 抑うつ（PHQ） WFCが抑うつに正の影響

7 Howard et al.
(2017) アメリカの若者6500名 WFC

FWC 抑うつ（CES-D)
WFCは抑うつに正の影響（β = .07）
FWCは抑うつに正の影響（β = .13）

8 Lee et al. (2017) 在宅医療従事者150名 WFC 抑うつ（CES-D) WFCは抑うつに正の影響（β = .46）

9 Sugawara et al.
(2017) 精神保健看護師180名 WFC 抑うつ（CES-D) WIFが抑うつに正の影響（β = .40）

FIWが抑うつに正の影響（β＝.36）

10 Bergs et al.
(2018) オランダの労働者2924名

WFC
※尺度は
WHI/HWI

抑うつ（HAD scale） T1の抑うつはT2のHWIに正の影響（β = .08）
T2のHWIはT3の抑うつに正の影響（β = .11）

11 Houlfort et al.
(2018)

Study1:フランス語圏の公務員91名
Study2:679人のフランス語教師 WFC

不安・抑うつ（Anxiety
and Depression

subscales）

WIFが心理的苦痛に正の影響（β = .50）
FIWが心理的苦痛に正の影響（β = .12）
心理的苦痛が抑うつ・不安に正の影響（β = .85、 β = .82）

12 Barnett et al.
(2019) 看護師90名 WFB 抑うつ・不安・ストレス

（DASS)
WFBが抑うつに負の影響（β = -.21）

13 Dionisi et al.
(2019) 部下を持つ労働者123名 FWC 抑うつ（CES-D) Family-to-work conflictは抑うつ症状に正の影響

14 Lee et al. (2019) 韓国のバス運転手347名 WLB 抑うつ(PHQ-9)
不安 (BAI) WLBは抑うつ・不安に対して負の影響（β = -.01、 β = -.01）

15 Namazi et al.
(2019) 刑務所矯正監督員157名 WFC 抑うつ（BSI） WFCが抑うつに正の影響(β=.61)

16 Abdelrehim et al.
(2020) エジプトの土木作業員3104名 WFCs 抑うつ（CES-D) WAIから抑うつへの影響をWFCが媒介

17 Converso et al.
(2020) 労働者1704名 HWI 抑うつ（PHQ） 成人以上の介護対象者がいる場合、HWIを媒介して抑うつに正の影響

18 Modaresnezhad
et al. (2020) 看護師1080名 WFC 不安 (Price, 2001) WFCは不安に正の影響（β = .14）

19 Yang & Kim
(2020) 韓国の65歳未満の労働者2386名 WFC 抑うつ(CES-D) 抑うつ：正の影響（β＝.84）：Young Adult（23-44）

抑うつ：正の影響（β＝.86）：Middle-Aged（45-64）

20 Zhou et al.
(2020) 中国の企業従業員2184名 WFC 抑うつ（PHQ） WFCは抑うつに対して正の影響（β = .31）、FWCは抑うつに対して正の影響（β = .37）

21 Bunjo et al.
(2021) オーストラリアの成人910名 WFI 抑うつ（CES-D) WLIは抑うつに正の影響（β = .31）

WLIと睡眠時間の交互作用が抑うつに負の影響（β = -.04）

22 Kayaalp et al.
(2021)

過去12か月で週に少なくとも20
時間雇用されていた個人689名 WFC

抑うつ(CES-D)
不安(the Profile of Mood

States scale)

Wave1時点のFWCはWave2時点の不安に正の影響（β = .09）
Wave1（Wave2）時点のFWCはWave2（Wave3）時点の抑うつに正の影響（β = .14、 β
= .11）
Wave1（Wave2）時点のWFCはWave2（Wave3）時点の不安に正の影響（β = .11、 β =
.07）

23 Lawson et al.
(2021)

IT企業に勤務し青年期の子を持つ親

118名 WTFC 抑うつ（K6※論文中では心

理的ディストレス）
WTFCに対する感情的反応は抑うつに正の影響（β＝.31）

24 López-Núñez et
al. (2021) 労働者1659名 CWFR 不安・抑うつ（the PROMIS) CWFRが抑うつ・不安に正の影響（β = .20, .28）

25 Machado et al.
(2021) 飲食店従業員160名 WFI

※尺度は

抑うつ、不安、ストレス尺度

（DASS-21） 職場でのいじめがネガティブなWFIを媒介して抑うつ・不安に正の影響（β＝.94、.83）

26 Pitt et al. (2021) ポストドクター215名 WLC
LWC - work-life conflictは不安に正の影響（β = .24）

life-work conflictは不安正の影響（β = .16）

27 Zhang et al.
(2021) 看護師397名 WFC 抑うつ（CES-D） WFCが抑うつに正の影響（β = 2.22）

28 Becker et al.
(2022) アメリカの労働者239名 WLB 抑うつ（PHQ-8） WLBは抑うつに負の影響（β = -.22）

29 Brym et al.
(2022) 子どもを持つ労働者352名 WPC 抑うつ（EPDS） WPCが抑うつに正の影響(β = .34)

30 Kuśnierz et al.
(2022)

ポーランド、ウクライナの従業
員736名 WFC

抑うつ(PHQ-9)
不安(GAD-7)

WFCは不安に正の影響（β＝.12）
WFCは抑うつに正の影響（β＝.09）

31 Lee et al. (2022) アメリカの中年成人3294名
work-to-
family
spillover

抑うつ(Kessler et al.,1999)
仕事から家庭へのネガティブ／ポジティブなスピルーバーは抑うつに正／負の影響
家庭から仕事へのネガティブなスピルーバーは抑うつに正の影響

ネガティブなスピルーバーと楽観的な性格の交互作用が抑うつに負の影響

32 Qi et al. (2022) 中国の看護師839名 WFC 不安（SAS） WFCが不安に正の影響

33 Wright et al.
(2022) アメリカ在住の者396名 WLI 抑うつ（CES-D) WLIは抑うつに正の影響（β = .54）

34 Zhang et al.
(2022) アメリカの医療従事者1059名 WFC 抑うつ（CES-D) WFCが抑うつに正の影響(β = 2.70)

35 Kim et al. (2023) 労働者1074名 WFC
抑うつ（CES-D）

不安（BAI） 抑うつ：正の影響、 不安：正の影響

Note. 対象論文内に標準化偏回帰係数（β）の記載がないものに関しては、統計量を記載していない。

Note. 対象となった論文は、全て対象者が健常群で設定されている。

Note.  WFC:Work–Family Conflict, WFB:Work–Family Balance, HWI:Home-to-Work Conflict, CWFR:Conflict between Work and Family Relationships, WLB:Work-Life Balance, HWI:Home-to-Work Conflict,
WFI:Work–Family Interference, WLI:Work–Life Imbalance, FWC:Family-Work Conflict, WLC:Work–Life Conflict, LWC:Life-Work Conflict, WTFC:work-to-family conflict, WPC:Work-Privacy Conflict.
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Table 2　各論文におけるWLBの類似概念の定義

# 著者
（出版年）

WLBの

類似概念
WLBの類似概念の定義

1 Haar et al. (2014) WLB WLB は、人生における複数の役割のバランスがどの程度うまく取れているかに関する個人の評価。

2 Hao et al. (2016) WFC
FWC

WFCは仕事による行動、時間、ストレスが家庭関連の責任に干渉する役割間葛藤の一形態、FWCは仕事による行動、時間、

ストレスが家庭関連の責任に干渉する役割間葛藤の一形態である。

3 Kan & Yu (2016) WFC Netemeyer et al.(1996)によると、仕事による家族紛争（WIF）は、仕事に対する一般的な要求、それに費やされる時間、およ

びそれによって生じる緊張が、家族関連の責任を果たすのを妨げる役割間対立の一形態である。

4 Howard et al. (2017) WFC
FWC

仕事と家庭の両方の要求のバランスをとっている人は、一方の役割（例：仕事）にリソースを投資した結果、もう一方の役割（例：家庭）に利
用できるリソースが少なくなった場合など、自分の個人リソースを過大に酷使していると感じることがある（Greenhaus & Beutell,1985;
Hobfoll,1989）。仕事と家庭の要求の間のこの不一致は、仕事と家庭の対立と呼ばれる。

5 Sugawara et al. (2017) WFC 仕事と家庭の領域からの役割のプレッシャーがいくつかの点で相容れない、役割間の対立の一形態。一方の役割に参加する
と、もう一方の役割に参加することが困難になる。

6 Bergs et al. (2018) WFC
仕事と家庭の領域からの役割のプレッシャーが何らかの点で相容れない、役割間の対立の一形態。

7 Houlfort et al. (2018) WFC
WFCは個人的役割と専門的役割の間で競合する要求から生じるものである(Greenhaus & Beutell, 1985)。COR理論によって説明す

ることができ、個人は限られた資源とエネルギーを持つとされているため、1つの役割に資源が割かれると、もう一方の役割に割かれる資
源が減りストレス反応が起こる。

8 Dionisi et al. (2019) FWC
家庭における役割や関係に費やした時間、それに起因する緊張、および/または家庭における役割や関係によって要求される行

動によって、仕事の責任を果たすことが困難になった場合、家庭と仕事の対立が存在するといわれる(Greenhaus &
Beutell,1985)。

9 Lee et al. (2019) WLB WLBとは自分の人生の優先順位に従って、仕事と非仕事の活動が両立し、調和しているという主観的な認識のことである。

10 Namazi et al. (2019) WFC WFCは仕事と家庭の衝突（W-FC）とも呼ばれ、仕事の要求やプレッシャーが家庭の要求に干渉するときに発生する役割間の

ストレスとされる。

11 Abdelrehim et al. (2020) WFCs 仕事と家庭の対立（WFC）は、一方の役割の義務が、もう一方の役割のタスクのために完全には果たせない場合に発生する可

能性のある役割間の対立である(Byron,2005 ;Eshak et al.,2018)。

12 Modaresnezhad et al.
(2020) WFC WFCは、一方の役割 (仕事/家庭) のプレッシャーによって、もう一方の役割の要求を満たすことが妨げられるときに発生する

(Greenhaus & Beutell,1985)。従業員の仕事が家庭生活に支障をきたす程度。

13 Zhou et al. (2020) WFC 仕事と家庭の対立は、仕事と家庭の領域からの役割のプレッシャーが何らかの点で相容れない、役割間対立の一形態
(Greenhaus & Beutell, 1985)。

14 Bunjo et al. (2021) WFI WFIは、仕事と家庭生活の認識された要求の間の複雑な相互作用であり、仕事と家庭の調和が達成できないことに繋がる。

15 Kayaalp et al. (2021) WFC 仕事と家庭の対立（WFC）は、仕事と家庭の領域からの役割のプレッシャーが、ある点で相容れない、役割間の対立の一形態

(Greenhaus & Beutell,1985)。

16 Lawson et al. (2021) WTFC 仕事と家庭の間の影響にも方向性（仕事から家庭、または家庭から仕事）があり、特に仕事と家庭の対立の影響（WTFC）は、仕事の役割

が家庭における役割に干渉する一種の役割間対立である(Frone,2003)。

17 Machado et al. (2021) WFI WHIは、ある領域（家庭など）での労働者の機能（行動）が、他の領域（仕事など）で蓄積された（負または正の）負荷反応

によって影響を受けるプロセス(Geurts et al.,2005)。

18 Pitt et al. (2021) WLC
LWC

WLCは、仕事の責任と生活（通常は家庭）の責任が相互に干渉するときに発生する(Greenhaus ＆ Beutell, 1985; Frone,
2000; Amstad et  al., 2011)。

19 Zhang et al. (2021) WFC 仕事と家庭の干渉、家庭と仕事の干渉を含む双方向の役割対立。

20 Brym et al. (2022) WPC WPCとは、職場経験とプライベート経験との負の干渉のことである（Eby LT et al.,2010;Amstad FT et al.,2011）。

21 Lee et al. (2022)
work-to-
family
spillover

スピルオーバーとは、感情、態度、または行動が、ある領域から別の領域に移ることを指す (Lambert,1990)。

22 Wright et al. (2022) WLI WLIには、次の 2 つの異なる形態がある。(1) 仕事の義務が家庭における責任を妨げる。 (2) 家庭における責任が仕事の義務を

妨げる(Kossek & Ozeki,1998)。

23 Zhang et al. (2022) WFC 仕事と家庭の対立は、労働者が仕事と家庭における役割の間で、仕事から家庭へ、および/または家庭から仕事へという双方向

で両立しない要求を経験するときに発生する(Greenhaus & Beutell,1985)。

Note. 対象論文のうち、定義が明記されている論文のみ記載。
Note. 「WLBの類似概念の定義」は対象論文内の記載を筆者が翻訳したものである。

3.3. �WLBの類似概念を測定するために使用されて

いる尺度

　WLBの類似概念を測定するために使用されてい
る尺度についてはTable 3の通りである。WLBを
扱っている３件の研究においては、それぞれで別の
尺度が用いられていた（31-33）。また、WFCを扱った
研究において、Greenhaus & Beutell（1985）（41）

の定義を引用している研究が多く、定義については
一貫性が見られたものの、使用している尺度につい
ては研究ごとに異なり、計15種類の尺度が確認され
た。
　WFCの尺度の中には、その方向性を仕事から家

庭への葛藤の一方向に限定したもの（WFC：仕事
の役割が家庭の役割の遂行を妨げる）がある一方で、
家庭から仕事への葛藤（FWC：家庭の役割が仕事
の役割の遂行を妨げる）を測定している尺度もあ
り、研究間で異なる状態であった。この方向性の問
題については、WFCかFWCかによって抑うつへの
影響が異なる場合があることが報告されており（24）、
WFCとFWCはそれぞれ異なる葛藤を示している可
能性が考えられる。このように同じ概念を用いてい
る研究でも使用している尺度が異なっている場合や、
使用している概念名と尺度名が異なる場合など測定
する尺度に一貫性がないことが確認された。
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Table 3　WLBの類似概念の整理と尺度
概念名 定義 尺度名

Work-life balance (WLB) WLBを0-100の間の数値で評価する，独自に作成した項目（Ala-Mursula et al.,2014）

独自に作成した3 項目（Haar,2013）

WLB scale(Carlson et al.,2009)

Work–Family Balance(WFB) 定義の記載なし The Satisfaction with Work–Family Balance Scale (Valcour,2007)

work–life imbalance(WLI) (1) 仕事の義務が家庭の責任を妨げる (2) 家庭の責任が仕事の

義務を妨げる，という二つの側面を捉えた状態

work–life balance scale(Hayman,2005)

Work-Life Conflicts
Life-Work Conflicts

仕事の責任と生活（通常は家庭）の責任が相互に干渉すると
きに発生する状態

work-family conflict and family-work conflict scales(Netemeyer et al.,1996)

Work–Family Conflict Scale(Carlson et al.,2000)

Work-family conflict scale（Kopelman et al.,1983)

the Survey Work–Home Interference Nijmegen（SWING）

the Gender Role Conflict Scale (O’Neil et al.,1986)

日本語版Work-Family Conflict Scale (WFCS)

独自に作成した項目(Modaresnezhad et al.,2020)

work-family conflict and family-work conflict scales(Netemeyer et al.,1996)

Work-Family Conflict Scale (Kelloway et al.,1999)

独自に作成した項目(Howard et al.,2017)

MIDUS- National Study questionnaire（WECとFWCの2方向から測定できる）

Frone et al. (1992) から4項目

Work-Family Conflict and Family-Work Conflict scales (Netemeyer et al.,1996)

WFC（Carlson,2000 ;Zhang,2007)

the Kessler National Comorbidity Surveyから抽出した４項目

WFC scale and FWC scale (Netmeyer et al.,2008)

Work-life balance scale(Kim C-W & Park-C-Y.,2008)

 Family-to-work conflict
(FWC)

Work–Home Interaction–NijmeGen questionnaire (SWING; Geurts et al.,
2005)

短縮版の自己報告式尺度(Netemeyer et al.,1996)

Grzywacz(2000)より4項目

work-privacy conflict(WPC) 職場経験とプライベート経験との負の干渉 Copenhagen Psychosocial Questionnaire(Kristensen TS et al.,2005;Nübling M et al.,2005)

work–family
interference(WFI)

The WFI and FWI measures (Grzywacz & Marks,2000)

the Australian Work and Life Index (AWALI)

Work–Family Interaction ある領域（家庭など）での労働者の機能（行動）が，他の領
域（仕事など）で蓄積された（負または正の）負荷反応に
よって影響を受けるプロセス

SWING(Geurts et al.,2005)

work-to-family spillover スピルオーバーとは，感情，態度，または行動が，ある領域

から別の領域に移ることを指す (Lambert,1990)。
measure of spillover(Grzywacz & Marks,2000)より，下位尺度4項目で評価

Note. 各概念の定義は一部の先行研究から引用したもの、あるいは複数の先行研究で述べられていた定義を統合させたものである。

Note. WFCは、Conflict between Work and Family Relationships(CWFR), Work–family conflicts(WFCs), work-to-family conflict (WTFC)の定義を含む。

Note.  FWCは、home-to-work conflict(HWI)の定義を含む。

Note.  Work–Family Interactionをが用いられていた論文について、定義、尺度はWork–Home Interactionが採用されていたためその定義を記載。

自分の人生の優先順位に従い，仕事や非仕事の活動における自
分の役割のバランスが取れているかに関する主観的評価

Work–Family Conflict(WFC) 仕事上の役割が家庭における役割に干渉し，家庭における役
割が仕事に影響する，という役割間の対立している形態や闘
争，葛藤関係

家庭における役割や関係に費やした時間やそれに起因する緊
張，および/または家庭における役割や関係によって要求され

る行動によって，仕事の責任を果たすことが困難になった場
合などの生じる，家庭と仕事間の葛藤

仕事と家庭生活の認識された要求の間の複雑な相互作用とし
て定義され，仕事と家庭の調和が達成できないことに繋がる

　概念名については、WFCが最も多く研究におい
て扱われていることが確認され、またそれらの研究
におけるWFCの定義も同じGreenhaus & Beutell

（1985）（41）の定義が使用されている傾向があった。
しかし、尺度については研究間で異なる尺度を使用
しており、実際に測定しているWFCが研究によっ
て異なる可能性があることが示された。

3.4. WLBの類似概念が抑うつ・不安に及ぼす影響

　回帰分析や共分散構造分析などで、WLBの類似
概念が抑うつに及ぼす影響を検討していた論文は32

件であった。そのうち、葛藤の高さを示すWLBの

類似概念を用いた研究24件において、抑うつへの正
の影響が確認され、バランスの良さを示すWLBの
類似概念を用いた４件の研究において負の影響が確
認された。また、特定の要因から抑うつへの影響を
WLBの類似概念が媒介すると報告した研究は３件、
WLBの類似概念における下位尺度によって抑うつ
への影響が異なるものが１件であった。同じく不安
に及ぼす影響を検討していた論文は11件であった。
そのうち、葛藤の高さを示すWLBの類似概念を用
いた８件の研究で正の影響が確認され、WLBを用
いた２件の研究で負の影響が確認された。特定の要
因から不安への影響をWLBの類似概念が媒介する
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と報告した研究は１件であった。
　概念によっては研究間で異なる結果が出ているも
のもあった。WFCもFWCも同様に抑うつに正の影
響を及ぼしていた研究があった一方で（15）、WFCの
み抑うつに正の影響を及ぼすことが報告されてい
る研究もあった（26）。前者の研究ではWFCとFWC

それぞれについて自ら作成した１項目を４段階評
定させており（15）、後者ではthe Kessler National 

Comorbidity Survey（NCS）を使用していた（26）。
この抑うつへの影響の違いが、仕事と家庭の方向性
による違いなのか、それとも使用している尺度によ
るものなのかは不明確である。WLBの類似概念と
抑うつや不安との関連を示す研究が多く確認された
一方で、概念によっては研究間で異なる結果が報告
されていた。

4. 考察

　本研究では、仕事と生活のバランスにおける概念
について整理すること、またこれらの概念が労働者
の抑うつや不安に及ぼす影響について、WLBの類
似概念によって異なるのかを明らかにすることを目
的としてレビューを行った。その結果、研究間にて
定義や尺度が統一されていないこと、それにより結
果を比較することができないなどの問題点が明らか
となった。また、仕事とそれ以外の生活のバランス
が、抑うつや不安に影響を及ぼすことが多くの研究
により報告されており、複数の役割の調和や葛藤と
いった状態が、個人のメンタルヘルスに関連するこ
とが示された。しかし本レビューでは、従属変数を
抑うつと不安に絞ってスクリーニングを行っていた
が、抑うつや不安以外のネガティブな心理的症状に
も、WLBの類似概念が影響を及ぼす可能性が考え
られる。また、WLBが崩れてしまった時、必ず人
は抑うつや不安といった症状に陥ってしまうのかと
いうと、必ずしもそうではない。この間に影響する
ような変数についても、さらなる検討が必要とされ
る。今後WLBやWFCといった仕事とそれ以外の生
活の調和を自らコントロールできるようになるため
にはどうすればよいか、という視点からの検討を行
うことも求められるだろう。

５．利益相反

　本研究において、開示すべき利益相反はない。
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